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 第 32 号で紹介しました『アクティブラーニングで環境から科学を考える』の授業の一環として、 

課外授業に出掛けて参りました。その時の様子をご報告いたします。 

 

 

2009 年 12 月 6 日（日）学生 30 名，社会人 1名，

教員 3 名とで吉野川市山川町にある「さくら診療

所」を訪問しました．さくら診療所のスタッフは，

開発途上国での活動経験があるスタッフ 10 余名

が中心となり，地域医療を担いながら，同時に，

特定非営利活動法人 TICO を運営しています．開

発途上国の問題は人類共通の課題として主にザン

ビア，カンボジアを支援しています．代表の吉田

修医師は，持続可能な社会づくりに向けた様々な

取り組みを実践され，徳島県内はもとより，他県

の大学や様々な組織と有機的に連携し，他の地域

や将来世代の人々に迷惑をかけない生き方を研究

し実践しています． 

文部科学省は「『持続可能な開発』を進めていく

ために，あらゆる領域から，教育機関が学内外を

問わず，国際機関，各国政府，NGO，企業等の主

体間で連携を図りながら，教育・啓発活動を推進

する必要がある．」と述べています． 

私たちは，ESD（Education for Sustainable 

Development：持続可能な開発のための教育）の

概念を全学共通教育センターの教育に導入する試

みとして，ESD の実践現場を実際に見学する事に

しました．学生は，「チャレンジ・ザ・アフリカ」

という人生ゲーム，吉田先生からの講義，診療所

内の見学を通して，地域医療，国際協力，環境活

動など，多岐にわたる視点から「持続可能な社会

づくり」とはどういうことであるかを感じ取るこ

とができたと思います． 

 

以下，学生の感想を少し紹介します． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今の医療技術があれば救えるはずなのに救えない現状，飽食の国があるのに飢

えに苦しみ亡くなる人のいる現状は，どうしても遠いものに感じてしまいがち

だが，本当は私たちの生活と深くかかわっていることに気づかせてくれた．自

分たちが当たり前のように使っているモノや安く購入している食料が，彼らの

劣悪な環境での労働から生み出されているものであることを思い知らされた．

自分がこれまで固定概念に囚われ過ぎていたことに気づきました．診療所

の杉の木の香りと温かい雰囲気をはじめ，CT や内視鏡等の最新医療機器の

充実，在宅医療など地域に根付いた医療，国際協力の拠点にもなっているこ

と，環境に配慮していることなど，自分にとって新たな発見ばかりでした．



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生たちは，「何かをするためには，まず一歩を

踏み出さなければいけない．」という姿勢を学んだ

ようです．そして，吉田先生の「これくらいやら

なきゃ面白くない．」という言葉が，特に心に響い

たそうです． 

現在は合理化から物事が始まる傾向にあります

が，「人を大切に思う気持ち」があってこそ，そこ

に人々の信頼と温もりが集まります．そして，そ

こからあらゆる領域に派生して，正の循環が始ま

ると思うのです． 

私たちの生活を少し振り返って，新しい価値観

を育てませんか？（文責：嵯峨山和美） 
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 お問い合わせは学生支援室へ!! 

 

1/7(木)15:00～  読書会③ *テキスト：橋爪大三郎『「心」はあるのか』ちくま新書 

1/8(金)16:30～  モンゴルビジネス大学とのスカイプ交流④ *テーマ：日本のお正月 

1/12(火) 16:30～ Shiirev さんと学ぶモンゴルの文化と歴史⑩ 

1/14(木)18:00～ 『相対論への入門ゼミ』 *日置善郎先生を講師にお招きします  

1/15(金)15:00～  留学生と学ぶ韓国語④   

     16:30～ モンゴルビジネス大学とのスカイプ交流(終) *テーマ：モンゴルのお正月 

 

1 月～3月までの予定をまとめたカレンダーを作成中です。出来上がりましたら、こちらの“週刊学び

のコミュニティー”と並べて置いておきますので、そちらで今後の予定を確認して頂けたらと思います。 

食料不足の問題やエイズ・マラリアの蔓延は悪循環になっていて，その悪循環

の元は私たち先進国が作り，今も影響を与えている．具体的な解決策は見つけ

るのが難しいかもしれない．それでも先進国としての責任を果たさないといけ

ないと思った．個人として小さなことでもできることならしていきたいと考え

るようになった． 

自分の中に揺るぎない信念を持ち，それに従って全力で仕事に取り組むこと

ができたら，人生は本当に面白くなるのではないかと思いました．今はまだ自

分がどのような事がしたいのか，ということを具体的に考えてはいませんが，

自分が興味を持ったことに躊躇なく飛び込めるように，今自分ができることを

精一杯していきたいと思いました． 

私たちはまだ 1 年です．まだ医学に関しても世界の現状についてもほとんど知

りません．しかし，1 年だからといって何もせず遊びまわっているのではいけな

い．今この段階でも，たとえ小さなことでもやることがあるのではないか，そ

う考えさせる授業でした． 

  

新年明けましておめでとうございます。旧年中は本取り組みにご協力いただきまして誠にありがとう

ございました。この“学びのコミュニティー”をより一層発展充実させ、みなさまに楽しく読んで頂け

るよう努めて参りたいと思います。本年もどうぞよろしくお願いいたします。（境） 
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